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森林インストラクター東京会 会報 2022年2月18日発行

＜令和 4年 度 （2022年 度 ）Ｆ ＩＴ総 会 の ご案内＞

森林インストラクター東京会（FIT）の令和4年度（2022年度）総会を下記の要領で開催いた し

ます。

１． 総会

日時：3月12日（土）13:00～ 14:30（受付12:30より）

会場：林野会館５F 504会議室

文京区大塚3-28-7

地下鉄丸ノ内線「茗荷谷」駅下車徒歩7分

（尚、新型コロナの感染状況次第では、リモートでの開催の可能性もあります。）

議題：本会報の総会議題次第を参照してくだ さい 。

出欠：Ｍ Ｌ会員は、Ｍ Ｌにて別途連絡の総会開催案内のフォームメーラにて出欠を回答

してくだ さい 。

非Ｍ Ｌ会員は別途送付の総会開催案内に同封の葉書にて出欠を回答してくだ さ

い 。

出欠の回答締め切りは、3月7日（月）。尚、友の会会員は、参加できません。

お願い ：総会成立要件である定数（委任を含めて会員総数の１/2以上）を確保する必要

があ りますので、欠席の場合は支障のない限り、委任状をもって総会の決議事

項を了承することにご同意くだ さい 。

２． 尚、講演会および懇親会の開催も検討しましたが、新型コロナ感染症拡大防止の観

点より、中止と致します。

１． 開会宣言と定足数報告

２． 会長挨拶

３． 議長選出

４． 令和3年度（2021年度）活動総括報告

５． 令和3年度（2021年度）収支決算報告

６． 会計監査報告

７． 令和3年度（2021年度）報告に関する質疑お

よび採決

８． 令和4年度（2022年度）運営体制・運営委員

に関する報告、質疑および採決

（休憩）

９． 令和4年度（202年度）全体活動方針報告

１０．部会活動報告と年次計画報告（事業部会、

広報部会、安全部会、研修部会、友の会運

営部会）

１１． 令和4年度（2022年度）報告に関する質疑

と採決

１２． 令和4年度（2022年度）予算案報告

１３． 令和4年度（2022年度）予算案に関する質

疑と採決

１４． 議長解任と閉会宣言

総会議事次第

地図はこちら
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本 号 は 、総 会 当 日 の 議 事 資 料 となります 。フォレ スト通 信 の 印 刷 物 は 配 布 しませ

ん の で各 自 （印 刷 等 で）閲 覧 でき る準 備 を して参 加 くだ さい 。 F IT名 札 もお 忘 れ なき

よ うお 願 い します 。決 算 お よび 予 算 案 は 、監 査 終 了 後 に 旧 H P「会 員 限 定 ペ ー ジ 」

に 掲 載 します 。

尚 、正 式 に は 2月 森 の 日 で議 題 を最 終 決 定 します の で、変 更 が あ り得 る ことをお

含 み お き くだ さい 。

総 会 は 、F ITの 最 高 決 定機関 であ り、運 営 全 体 に わ た って1年 間 の 活 動 を総 括 し、

次 の 1年 に 向 け ての 活 動 の 方 向 付 け をす るスター トの 機 会 となります 。日 頃 F IT森

の 日 に 参 加 できない 方 も是 非 ご出席 い た だ き 、ご意 見 を賜 りた く存 じます 。

総会承認事項

１． 令 和 3年 度 （2021年 度 ）活 動 総 括 報告

昨 年 の 総 会 （2021年 3月 13日 ）は 、東 京 都 に 1月 8日 よ り適 用 となった 第 2回 目 の

緊 急事 態宣言下 で開 催 され ました 。一 旦 3月 21日 に 緊 急 事 態 宣言 は 解 除 され まし

た が 、約 1か 月 後 の 4月 25日 よ り 6月 20日 まで第 3回 目 が 発 令 となり 、更 に 7月 12日

よ り 9月 30日 まで第 4回 目 が 発 令 され ました 。 2021年 は 、通 算 で 211日 間 が 緊 急 時

他 宣 言 下 に あ った ことに なります 。 F ITと しても、会 員 に 対 して 「緊 急 事 態 宣 言 下 で

の F IT活 動 の 自 粛 」をお 願 い しました 。緊 急 事態宣言が適用 となってい ない 時 期 に

お い ても、感 染 拡 大 防 止 に 配 慮 した 活 動 となり 、各 イベ ン トへ の 参 加 者 人 数 を絞

る等 の 実 施 となりま した 。また 天 候 の 不 順 も相 まって、 2021年 度 の 活 動 は 2020年

度 に 引 き続 き 、か なりの 影 響 を受 け ました 。

Ｃ ＯＮＥ保 険 の 利 用 実 績 では 、 2019年 度 は 、会 員 1,291名 、一 般 3,023人 、計 4 ,314

人 。 2020年 度 は 会 員 488人 、一 般 1,226人 、計 1,714人 。対 して 2021年 度 （1月 末 まで

の 11か 月 分 ）は 、会 員 723人 、一 般 1469人 、計 2 ,192人 でした 。 2020年 度 よ りは 3割

ほ ど利 用 数が増 えました が 、コロナ 前 の 2019年 よ りは 半 減 してい ます 。

2021年 度 の 活 動方針 として、① 知 名 度 アップ活 動 促 進 、② 活 動 支 援助 成 金制 度

の 活 用 、③ 活 動 参 加 者 の す そ 野 拡 大 の 推 進 を挙 げ ました 。① では 、今 期 よ り新

体 制 となった 広 報 部 会 に よ り新 し く立 ち上 げ た Ｆ ＩＴＨ Ｐに よ って 、一 般 読 者 へ の ア

ピー ル が 強 化 され 、充 実 した もの に なりました 。また 、 F IT知 名 度 アップの 一 環 とし

て 2016年 度 か ら実 施 してい る 「山 の 日 」制 定 記 念 まるごと！ 高 尾 山 グ リー ン クリー

ン作 戦 は 、残 念 なが ら昨 年 度 に 引 き続 き中 止 となりました 。② では 、 “す み だ 祭 り ”

を 始 め とす る クラフト関 連 イベ ン トは 、ほ とん ど中 止 となりました 。日 比 谷 公 園 み ど

りの フェステ ィバ ル ”は 、 W eb開 催 となり W ebでの 出 店 となり ま した 。活 動 支 援 助 成

金 制 度 の 活 用 は 「山 の 日 」制 定 記 念 まるごと！ 高 尾 山 グ リー ン クリー ン作 戦 関 連

で事 前 に 用 意 した 横 幕 等 に 留 まりました 。③ に 関 しては 、事 業 部 会 で実 施 の イベ

ン トに お い て、でき るだ け 多 くの メ ンバ ー に イベ ン トの 主 幹 事 を経 験 してもらう観 点

より 、特 に ふ れ あ い 事 業 での 主幹 事 の 入れ 替 えを図 りました 。また 入 会 年 次の 若

い メンバ ー を対象 に した 「体 験 」参 加 を促 進 しました 。

2021年 度 も主 に コロナ 関 連 で予 定 した 活 動 が 十 分 に でき なか った ことも踏 まえ、

活 動 方 針は 2022年 度 に 引 き継 い でい くことに 致 します 。

２． 令 和 03年 度 （2021年 度 ）決 算 報 告 ・監 査 報告

別紙 （監 査 が終 了後 、別 途旧 H P会 員 限 定 ペ ー ジに 掲 載 します 。 ）



会長 宮 入 芳 雄 （０５年）新任

副会長 入 江 克 昌 （２７年）新任

事務局長 藤 岡 眞 （２８年）留任

会計 横 井 行 男 （２９年）留任

監査 熊 木 秀 幸 （２８年）新任

広報部会長 鍛 冶 健 二 郎 （２８年）新任

安全部会長 入 江 克 昌 （２７年）留任

事業部会長 長 谷 川 守 （２４年）留任

研修部会長 小 勝 眞 佐 枝 （２５年）新任

友の会運営部会長 芝 原 久 （３０年）留任

前会長 斎 藤 幸 雄 （１４年）退任

前副会長 高 橋 喜 蔵 （０４年）退任

前監査 飯 塚 義 則 （２９年）退任

前広報部会長 宮 崎 健 （２２年）退任

前研修部会長 高 橋 喜 蔵 （０４年）退任
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３． 令和4年度（2022年度）運営委員（案）

４． 令 和 ４年 度 （2022年 度 ）全 体 活動 方針 ・年 次 計 画

（１ ） 全 体 活 動 方針

2022年 度 は 、新 任 の 会 長 、副 会 長 の 体 制 となります 。新 体 制 の 下 、斬 新 な方 針

が期待 され ます 。

2年 以 上 続 い てい る新 型 コロナ の 影 響 でＦ ＩＴの 活 動 もか なり制 限 を受 け てお り 、

まだ そ の 終 息 が 見 えない 状 況 です 。これ まで以 上 に お 客 様 お よび Ｆ ＩＴ会 員 の 安 全

を第 一 とした 活 動 が 前 提 となります が 、従 来 か ら掲 げ てい る以 下 の 三 つ の 重 点 施

策は更 なる改善 の余地が あ り、推 し進 め てい きます 。

① 知 名 度 アッ プ活 動 促 進 、② 活 動 支 援 助 成 金 制 度 の 活 用 、③ 活 動 参 加 者 の す

そ の 拡 大 策の 推 進 です 。① に つ い ては 、これ まで積 み 上 げ てきた イベ ン トを コロナ

禍 で途 絶 えさせ ることな く、継 続 実 施 してい き ます 。そ の 際 に は 、従 来 通 り F IT腕 章

お よび 名 札 の 着 用 に よ りアピー ル します 。広 報 部 会 と連 携 して新 H Pを継 続 的 に 充

実 させ て、一 般 閲 覧 者 へ の 情 報 提 供 を図 ります 。また 懸 案 に なってい る会 員 紹 介

欄 の 充 実 、 F ITの 紹 介 資 料 （A 4リー フレ ッ ト ）、 PR カー ドなどの 最 新 化 を実 施 します。

② に つ い ては 、運 用 実 態 の 総括 と効 果 分析 を した うえで、対 外 的 か つ 社 会 的 貢 献

度 の 高 い 活 動 に 、 F I T会 員 が よ り多 く参 加 でき る機 会 の 掘 り起 こしを 図 ってい き ま

す 。③ に つ い ては 、対 外 的 に は 、広 報 部 会 と連 携 して新 H Pを活 用 して一 般 閲 覧 者

に イベ ン ト情 報 へ の アクセ スの 増 進 を図 ります 。対 内 的 に は 、スキ ル デ ー タを整 理

して使 い や す くす る工 夫 を します 。また 事 業 部 会 と連 携 して、実 施 中 の体験 活動の

促進 、イベ ン トを主 幹 事 として実 施 す る人 材 の 育成 を図 り 、新 規 案 件 を受 け 入 れ る
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人材確保に努めます。また 「運営委員会（森の日）」に 、より多くの会員の意見が反映さえ

るような工夫を検討します。

（２） 各部会令和3年度（2021年度）活動報告および令和4年度（2022年度）活動計画

各部会よりの報告、計画の通り

（３） 令和4年度（2022年度）予算

別紙（2月森の日以後、別途旧HP会員限定ページに掲載します。）

各部会報告と年次計画各部

事業部会 事業部会長 長谷川 守

１ .令 和 3年 度 活 動 報告 （令 和 4年 ２月 ５日 時 点 ）

令 和 3年 度 は 新 型 コロナ 感 染 症 対 策 に よる緊 急 事 態 宣 言 期 間 が 約 ６ヶ月 に も及

ぶ 中 に お い て、事 業 部 会 は 月 １回 の 林 の 日 会 議 （会 議 室 、オ ン ラインを併 用 ）開 催

し、様 々 な制 約 を乗 り越 え、多 くの 案 件 の 実 施 ・運 営 を行 ってき ました 。 「高 尾 森 林

ふ れ あ い 推 進 事 業 」では 協 定 イベ ン ト 9件 実 施 、スタ ッ フ延 べ 92名 で延 べ 224名 の

方 を高 尾 山 の 案 内 を しました 。この 中 に は 親 子 観 察 会 ２回 の 実 施 も含 まれ てい ま

す 。また 、次 世 代 育 成 に 向 け た 「イベ ン ト体 験 参 加 」に は 延 べ 6名 の 方 が 参 加 して

い ます （イベ ン ト中 止 ：12件 ）。 「田 園 調 布 学 園 土 曜 講 座 」では 3件 実 施 、スタ ッ フ延

べ 10名 で 61名 の 生 徒 を指 導 しました （講 座 中 止 ：５件 ）。 「ネ イチャ－ クラフト等 の 体

験 」は ほ とん どが 中 止 に なりました が 、 “緑 とふ れ あ うフェステ ィバ ル ”が オ ン ライン

開 催 とい う事 で、写 真 動 画 の展示 で参 加 、フォトコンテストの 景 品 として “クラフト ３点

セ ッ ト ”を ３０組 提 供 しました 。フォト コン テス トへ の 応 募 数 3 ,579件 、 Ｆ ＩＴブ－ ス来 訪

件 数 235件 とい う事 でした 。そ れ なりに Ｆ ＩＴの アピー ル は 出 来 た と思 い ます 。 「高 尾

山 ＧＣ作 戦 」は 、 5回 実 施 、スタッ フ延 べ 33名 で延 べ 156名 （一 般 98名 、Ｆ ＩＴ会 員 58名）

の 方 を案 内 しました （中 止 ：7回 ）。 「低 山 は い か い 」は ５回 実 施 、延 べ 78名 の 方 が 親

睦 を深 め ました 。 「外 部 案 件 」は 10件 実 施 、スタッ フ延 べ 73名 で 680名 の 方 を案 内 し

ました 。主 に 、小 学 校 ３校 、中 学 校 2校 、高 校 1校 と生 徒 の 自 然 体 験 を応 援 を す る

機 会が多 くあ り学 校 か ら生 徒 の感想文 などを寄 せ られ た 事 もあ りました 。

この よ うに 、コロナ 禍 でもあ っても「Ｆ ＩＴ会 員 の 活 躍 す る場 」（例 えば 森 の 案内 ）は 、

社 会 か ら必 要 とされ てい る事 を実 感 できた 年 度 でもあ りました 。

追 伸 ：参 加 人数 は集計上若干の差異が あ ります 。

２．令 和 ４年 度 活動方針 ・計 画

令 和 4年 度 もコロナ 禍 での スタ－ トに なります が 、Ｆ ＩＴの 担 当 部 門 の 一 つ であ る事

業 部会は 、例 年 多 くの 案 件 の実施 ・運 営 を担 ってい ます 。多 くの 会 員 の 参加 、協 力、

支 援 に よって行 わ れ てい ます の で、粛 々 と確 実 に 、安 全 に 実 施 ・運 営 を してい き ま

す 。毎 月 １回 の 定 例 会 議 （林 の 日 ）では 、 Ｆ ＩＴ及 び 事 業 部 会 の 情 報 や 連 絡 事 項 の

確 認 、各 イベ ン トの 担 当 者 よ り現 状 の 報 告 や 相 談 など 、経 験 ・入 会 年 ・年 齢 などを

超 えて自 由 闊 達 な意 見 交 換 を行 ってい き ます 。そ の 為 に も、女 性 スタッ フを積 極 的
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安全部会 安全部会長 入江克昌

に 受 入れ た い と思 ってお ります 。

令 和 4年 度 も「森 林 ふ れ あ い 推進事業 」、 「田 園 調布 学園土曜講座 」、 「ネ イチャ－

クラフト等 の 体 験 」、 「高 尾 山 ＧＣ作 戦 」、 「低 山 は い か い 」、 「外 部 案 件 」などが 予 定

され てい ます 。これ らの イベ ン トでは参加 され た 方々 に “参 加 してよか った 、楽 しかっ

た 。次 回 も参 加 した い 。 ”とい う満 足 感 を味 わ って頂 け る よ うに します 。また 、将 来

に 向 け て人 材 の 育 成 に も心 が け てい き ます 。イベ ン トスタ ッ フに は 積 極 的 に 入 会

年 の 新 しい 会 員 及 び 経 験 の 浅 い 会 員 に 声 をか け 、特 に 森 林 ふ れ あ い 推 進 事 業

イベ ン トでは “体 験 参加 ”を呼 び か け てい きます 。

事 業 部 会 の スタッ フは 、そ れ ぞ れ に 担 当 を分 担 しなが ら、会 員 へ の 参 加 の 呼 び

か け や 会 員 の コミュ ニケ － ションを図 りなが ら運 営 を行 なってい き ます 。また 、事 業

部 会 は従 来 か ら“開 か れ た 運 営 ”を心 が け てい ます 。どなた に も門 戸 を開 放 してい

ます の で、皆 様 の 参加 をお 待 ちしてお ります （第 2木 曜 日 18時 ～ ）。

以 上

【2021年 度 報 告 】

2020年 度 に 引 き続 き 、緊 急 事 態 宣 言 発 令 下 での 活 動 自 粛 、緊 急 事 態 宣 言 が 適

用 され てい ない 時 期 も感 染 拡 大 防 止 に 配 慮 し参 加 者 人 数 を絞 る活 動 となりました。

そ の 結 果 CON E保 険 利 用 の実 績 （2022年 1月 までの 11か 月 ）は 2,192人 となってお り、

コロナ 前 の 実績の約半分 に なってお ります 。

各 グ ル ー プでは 感 染 防 止 策 を講 じなが ら、安 全 に 十 分 配 慮 してイベ ン トを実 施 し

て頂 い た 結 果 、 2019年 度 か ら3年 連 続 で “事 故 ゼ ロ件 ”となり ま した 。 （2022年 1月

末 現 在 ）

安 全 部 会の活動 として、以 下 の 安全講習 を行 い ました 。

＊ ４月 １日 （木 ）木 の 日 研 修 で、ZOOMに よる 『安 全 講 習 ・座 学 』を開 催 し、安 全 部 会

か らＦ ＩＴ内 の 最 近 の 事 故の 原 因 ・対 応 とCON E保 険 に つ い て説 明 しました 。また 事

業 部 会 長 経 験 者 の 田 口 農 雄 さん と瀬 川 真 治 さん か ら色 々 な経 験 談 を伺 い ました。

＊ ９月 1９日 （日 ）に 、 『安 全 講 習 ・野 外 編 』を 、秋 の 親 子 観 察 会 の下 下 見 を兼 ね て、

実 際 の コー スを歩 い て、本 番 で想 定 され る コー スの 状 況 、注 意 点 を参 加 者 全 員 で

確 認 しなが ら行 い ました 。

【2022年 度 活 動予定 】

今 年 度 か ら吉 原 邦 男 さん に 代 わ って古 谷 一 祐 さん に 副 部 会 長 に 就 任 い た だ き

ます 。吉 原 さん に は 長 年 に 亘 り 、安 全 部 会 運 営 に ご尽 力 頂 き 、あ りが とうござい

ました 。
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研修部会 研修部会長 高橋喜蔵

■令和 ３年 度研 修部報告 ならび に 令 和 ４年 度 活 動計画 に つ い て

令 和 ３年 度 の 研 修 は 、実 践 ・森 づ くり技 術 講 座 、草 木 染 め 講 座 、木 の 日 研 修 、野

外 研 修等 を実 施 してき ました 。

木 の 日 研 修 （座 学 ）は 密 を避 け るた め 、リモー トで実 施 してい ます 。リモー トに よ

る実 施 に 様 々 なご意 見 をい た だ き ました が 、好 意 的 なご意 見 が 多 数 を占 め ました。

研 修 会 場 まで距 離 が あ り参 加 が 困 難 だ った 会 員 か らは 大 き な反 響 が あ り 、参 加

者 も大 幅 に 増 えてい ます 。また 、遠 方 に 在 住の方 に も講 師 をお 願 い しや す くなりま

した 。講 師 の 了 解 を得 て、研 修 内 容 を録 画 で見 る ことを可 能 としてい ます 。 2021年

度 の 木 の日 リモー ト研 修 参 加者 は 延 べ 704名 、録 画 へ の アクセ スは 983件 。引 き続

き令 和 ４年 度 の 木の日研修は リモー トで実 施 す る予 定 です 。

野 外 研 修 は 、コロナ 禍 の 影 響 で中 止 や 延 期 を余 儀 なくされ た 研 修 も多 くあ りまし

た 。参 加 者 数 を 絞 って実 施 し 、学 名 、シダ 、樹 木 、コケ 、冬 芽 、野 鳥 観 察 などを 実

施 してお ります 。

令 和 ４年 度 も入 門 研 修 か ら専 門 的 な研 修 まで、色 々 と計 画 してお ります 。決 まっ

てい ない 計 画 もあ ります が 、順 次 決 定 してい き ます 。草 木 染 め 講 座 と実 践 ・森 づ く

り技 術 講 座 に つ い ては 計 画 が 固 まり次 第 、研 修 部 H Pに 掲 載 します 。野 外 研 修 は

新 型 コロナ の 感 染 状 況 に よ り 、中 止 や 延 期 に なる場 合 もあ ります の でご了 承 くだ

さい 。

新 しい 会 員 の方々は 、研 修 を通 じて新 た な分 野 を学ぶ き っか け を掴 ん でくだ さい。

お 仕 事 を してい る方 でも参 加 しや す い よ う、野 外 研 修 は 土日 の 実 施 を多 くしてい ま

す 。研 修 に 参 加 し、インストラクシ ョンの 「引 き出 し 」を 増 や してくだ さい 。また 、会 員

同 士の交流の場 として大 い に 活 用 してい た だ け れ ば 幸 い です 。

今 年 度 も新 型 コロナ 感 染 防止対策 を最 優先 に しなが らの 活 動 に なると思 い ます が、

「安 心 して参 加 、安 全 に 実 施 」を目 標 に 、会 員 の 安全 意識の更 なる向 上 を図 ってい

きた い と思 い ます 。

安 全 部会の活動 として、以 下 を予定 してい ます 。

＊ 4月 ７日 （木 ）木 の 日 研修 で、ZOOMに よる 『安 全 講 習 ・座 学 』を行 い ます 。

第 一 部 では 外部講師 に よる安 全 に 係わ る講 演 を行 い ます 。

第 二 部 では 安 全 部 会 か ら「F I TT安 全 対 策 の 手 引 き 」の 使 い 方 、 C ON E保 険 等 に

つ い て説 明 します 。

＊ 『安 全 講 習 ・野 外 編 』は 、今 年 も、夏 の 親 子 観 察会 の 下下 見 時 に 、実 際 の コー ス

を歩 い て、実 践 形式 で行 い ます 。日 程 、詳 細等 は 、後 日 F IT-M Lでご連 絡 します 。

以 上



月 野外研修 木の日研修

3

16日（水）「自然の中で美しい生きものと出会う」

講師：藤原裕二（FIT)

場所：リモート　定員：99名

4

20日（水）「学名から迫る植物の素顔」

場所：小石川植物園

講師：横山茂（F IT）

定員：30名

２３日（土）地形①深大寺

講師：小泉武栄

定員：15名

29日（金）小金井公園樹木観察会

講師：大石征夫（FIT)

定員：30名

7日（木）安全研修『「安全対策の手引き」の使い

方・他』

講師：入江克昌（FIT)

場所：リモート　定員：99名

5

17日（火）夏鳥観察入門（第１回）

場所：日影沢

講師：吉原邦男（FIT)

定員：15名　予備日：５月２８日

21日（土）地形②鳩ノ巣渓谷

講師：小泉武栄

定員：１5名

28日（土）夏鳥観察入門（第2回）

場所：日影沢

講師：吉原邦男（FIT)

定員：15名

休会

6

1（水）「磯の生き物入門」

場所：神奈川県三浦半島

講師：高橋喜蔵（FIT)　定員：15名

18（土）クモ研修

講師：新井浩司

場所：あきる野市横沢入　定員：15名

2日（木）「未定」

講師：西谷香奈（FIT)

7

7日（木）

講師：

場所：リモート　定員：99名

8

20日（土）クモ研修

講師：新井浩司

場所：あきる野市横沢入　定員：15名

休会

9 1日（木）

10 6日（木）

11 3日（木）

12

１0日（土）冬芽入門

場所：昭和記念公園

講師：臼井治子（FIT）　定員：30名

1日（木）

1

15日（日）野鳥研修①

講師：後藤裕子（FIT)、香川淳（FIT)

場所：昭和記念公園

29日（日）野鳥研修②

講師：後藤裕子（FIT)、香川淳（FIT)

場所：昭和記念公園

休会

2 2日（木）

3 2日（木）又は11日（土）総会時

令和 ４年度研修計画 （案 ）
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Ｆ Ｉ Ｔ友の会運営部会 Ｆ Ｉ Ｔ友の会運営部会長 芝原 久

1. 2021年度の活動報告

新型コロナ ウ ィルス感染拡大の影響を受け て、年度前半の数回資格取得支援講座

の日程を変更しました が予定通り全講座を実施す ることができました 。

感染防止を徹底し、手指の消毒や室内の換気 、受講者の間隔を確保して、 8 月の模

擬試験まで、4 科目の講義 ・演習と実習を延べ 7 回実施しました 。

試験後は資格取得後の活動に 役立つ ように 、3 分野 （森林作業 、自然観察 、野外活

動 ）の基礎研修を行い ました 。

森林作業では、間伐 ・枝払い ・玉切り作業を、自然観察では実技試験を想定した 一人

5 分の植物解説を、野外活動では火熾し作業 ・飯盒炊爨 ・薪割 りを体験し、そ れぞ れ

の作業で指導す る基礎を習得しました 。

資格取得支援講座の講師 と運営スタッ フの皆様のご協力のお

陰で、 2021 年 度は会員 4 名 と会員外で講座を受講 した 3 名の

方が資格を取得しました 。

今年度 も無事に 運営 でき ました の もF IT の 皆 様の ご支援のお

陰です 。感謝申し上げます 。有難うござい ました 。

２．2022 年度の活動計画 （芝原 ）

森林 インストラクター や F IT の 活動に 関心があ る方 と森林 インストラクター の資格取

得を目指す方を対象に 友の会活動を実施します 。

F IT 活動に 参加した い 方は、F IT メー リング リストに 登録して会員限定の研修会等の

募集情報を提供し各自で参加頂きます 。

資格取得を目指す方は、資格取得支援講座に 参加して頂きます 。

資格取得支援講座は 、3 月か ら8 月 まで森林インストラクター 養成講習テキ ストに 準

拠し4科目の概要解説、過去問を利用した 演習 、テキ スト内容を実物で確認す る実習

を行う予定です 。

8 月に 模擬試験を行い 、一人でも多 くの会員が資格取得できるように 取り組みます 。

年度後半は森林インストラクター資格取得後の活動に 役立つ ように 、森林作業、自然

観察、野外活動の分野で基礎研修を実施す る予定です 。

新年度は 、新スタッフも加わ り事務局 、運営スタッフで運営 しま

す 。

講座 ・構成は継続し、F IT所属グ ルー プの紹介を行い 資格取得

後の自分の活動を考えてい た だ く機会を作ってい く予定です 。

また 、友の会活動を理解してい た だ く目的 として、F IT会員へも

参加募集を行う予定です 。

講師、状況を判断し数名を予定してお ります 。

F IT 会員の皆様へのお 願い です 。

2022 年度の 「F IT 友の会 」会員を募集してい ます 。

皆様の知人や友人に 、F IT の 活動に 関心のあ る方 ・森林 イン

ストラクター の資格取得を目指す方が居ました ら「F IT 友の会 」

運営部会をお 教えくだ さい 。

どうぞ よろしくお 願い い た します 。

森林作業

自然観察

野外活動
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2021年 （令 和 3年 ）度 広 報部 会の活動報告 （宮 崎 健 ）

2020年 5月 に 斉 藤 会 長 よ り F I Tホ ー ム ペ ー ジ改 革 の 提 案 が 発 せ られ プロ ジェク

ト チー ム が 発 足 し様 々 な提 案 を行 い 2021年 の 総 会 に て新 広 報 部 会 に よ る H Pの

方 針 が 承 認 され 2021年 4月 1日 か ら開 始 しました 。そ れ に 伴 う活 動 に つ い て報 告 し

ます 。

・広 報 部 の ミッションを明 確 に しました

従 前 の ホ ー ム ペ ー ジ （以 下 H P）に は 本 来 の H Pコン テンツ （情 報 の 発 信 ）とデ ー タ

ベ ー ス（記 録 の保 持 ）が 混 在 してい ました の で そ れ を整 理 す るた め

広 報部会は① H P制 作 ・維 持 ・管 理 ② フォレスト通 信 発 行 に 絞 り込 み ました 。

W E B上 の デ ー タベ ー ス （記 録 の 保 持 ）は 事 務 局 の 了 承 を得 て事 務 局 に 移 管 しま

した 。

（そ れ ゆ え事 務局の負担増 に 対応 した スタッフ増 を検 討願 い た い と提 案 します ）

・ホ ー ム ペ ー ジの リニュ ー アル （再 構 築 ）

まず 、第 一 に 外 部 か らの 閲 覧 者 に （F I T会 員 も含 め ）興 味 を持 って頂 け る H Pを目

標 としました

（目 を引 く写 真 映 像 を増 や し、構 成 をでき る限 りシンプル に して字 数 を減 らして馴 染

み や す い デ ザ インに しました ）

・コストダ ウ ンを実 現 しました

１ 特 殊 技 能 「そ れ が 元 で 「高 報 酬 」に つ なが る 」が 不 要 な新 しい ソフト 「J IM D O」採

用 しました （自 動 車 の 運 転 で例 える とマニュ アル 車 か らオ ー トマ免 許 ）そ して、各 部

会 ・（既 に 立 ち上 が ってい た ）登 録 グ ル ー プの H Pとの 連 携 「リ ン ク付 け 」を 最 大 限

活 用 して、同 じよ うな 「重 複 作 業 」を 排 除 してスタッ フを削 減 す る ことが 可 能 となりま

した 。

＊ 各 部 会 での H P立 ち上 げ とい うご協 力 を頂 け た ことに 感 謝 してお ります 。

２ 報 酬 体 系 を抜 本 的 に 「時 間 給 でな く役 割 給 」に 改 訂 しま した 。 部 会 活 動 を 本

来 の ボ ランティア団 体の 活動 に 適応 させ た もの です 。

３ 役 割 分 担 を均 等 化 して 「高 額 と思 わ れ る 」役 職 謝 金 を廃 止 し謝 金 を平 準 化 しま

した 。

・広 報 部 内 の コミュ ニケ ー ションを図 りました

部 内 の ミー テ ィング を毎 月 開 催 （z oom で ）して H P他 、広 報 活 動 全 般 に 亘 り境 目 の

ない 意 見 交 換 を通 じて部 員 相 互 の 意 思 疎 通 を図 りました 。議 事 録 も作 成 して後 日

の参考 に 保 存 してお ります 。

（今 後 の 課 題 ）

・コン テン ツの 充 実 （外 部 か らの H P訪 問 者 や F I T会 員 が 興 味 を抱 く記 事 が まだ ま

だ 十 分 では あ りませ ん ）

・投 稿 の 増 加 （外 部 閲 覧 者 や 部 会 ・グ ル ー プに 属 さない F I T会 員 か ら投 稿 しや す

い ペ ー ジを作 り、多 様 性の あ る H Pを目 指 す べ きか と考 えてい ます ）

・過 去 の フォレ スト通 信 の 活 用 （黎 明 期 の 活 気 を感 じて頂 くこと 。また 、読 み や す い

ダ イジェスト版 に して F I T設 立 か らの 趣 旨 や 歴 史 を理 解 して今 後 の 活 動 指 針 に 役

立 てた い ）・林 業 系 活 動 の情宣 （林 業 系 活 動 を され てお られ る メ ンバ ー の 数 が少 な

広 報 部 会 広 報 部 会 長 宮 崎 健
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い こと 、また 寡 黙 な方 々 が 多 い と思 わ れ ます 。活 動 の 発 信 が F I Tの 活 性 化 に は

必要 では ない か と感 じてお ります ）

（問 題 点 ）

・デ ー タバ ッ クアッ プが でき ない （規 格 品 の ソフトであ りデ ー タベ ー スに は 不 適 であ

ります 。投 稿 情 報 の 「写 真 と文 章 」の バ ッ クアッ プは 別 途 保 管 済 み です が H P復 元

へ の 活用は難 しい ）出 来 れば I Tに 詳 しい 会 員 の改善提案 を頂 きた い 。

広 報部 会 ２０２２年 度 活動 計画 （鍛 治 健 二郎 ）

昨 年 度か ら新 広 報部会 に よる新 しい F ITホ ー ム ペ ー ジの運 用 を始 め ました 。

主 な狙 い は ① 閲 覧 者 が 読 み た くなる よ うな魅 力 あ る内 容 ② 活 動 費 コス ト削 減 の ２

つ でした 。

② 活 動 費 コス ト削 減 に つ い ては 各 部 会 や クラブが そ れ ぞ れ に ホ ー ム ペ ー ジを立

ち上 げ て頂 き 、広 報 部 会会員の作業は大幅 に 削減 され ました 。

また J IM D Oの 導 入 に よ り 、ホ ー ム ペ ー ジ作 成 作 業 も楽 に なりま した 。 202 2年 度

は この 方 針 を継続 し、引 き続 き 、ロー コスト体 制 を維 持 します 。

しか しなが ら、 F ITホ ー ム ペ ー ジか ら各 部 会 や クラブへ の リン クが 分 か りづ らい 点

や 、 F ITの 活 動 全 体 を見 渡 す の が や りに くくなった 点 等 が あ り 、 2022年 度 は これ ら

の 問題 点 に 取 り組 ん で行 きた い と思 い ます 。

① 閲 覧 者 が 読 み た くなる よ うな魅 力 あ る内 容 に つ い ては 、写 真 を メ イン に して画

面 をシンプル に 見 や す くしました 。ト ッ プペ ー ジの スライダ ー 画 像 を公 募 で決 め 、毎

月 季節 に 合 った 写 真 に 入 れ替 えるよ うに しました 。

2022年 度 もこの 方 針 は変わ りませ ん 。

ど うす れ ば もっと魅 力 あ る内 容 に でき るか 。一 般 の 方 々 や 部 会 や クラブに 属 して

い ない F ITも含 め た 全 閲 覧 者 が 毎 回 期 待 して F ITホ ー ム ペ ー ジを開 き た くなる よ う

な内 容 に して行 く為 の 方 策 を考 えて行 きた い と思 い ます 。

そ の 為 に は 広 報 部 会 メ ンバ ー の み ならず F IT会 員 や 一 般 の 方 々 に もお 知 恵 をお

借 りして、進 め て行 きます 。
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新

年

観

察

会

開

催

さ

る

冬

枯

れ

の
山
を

登

っ
て

い
る

時

、
ガ

イ
ド
さ

ん
が

「
こ
の
山
、
楽
し
い
ね
ぇ
～
。

面
白

い
も

の
が
、
い

っ
ぱ

い
あ
る
。
」
と
落
ち

て
い
る

木

の
実
や
葉

っ
ぱ

を
拾

い
、

説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

聞

け
ば

、
森

林

イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー

の
資
格
も
持
っ

て
い
る
と
の
こ
と
。

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
存

在

に
興

味

を

も

ち

高

尾
山
Ｇ
Ｃ
作
戦
に
参
加

す

る
き

っ
か
け
に
な

り
ま

し
た
。

参
加
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
の

方

々

の
観

察

力

が
す

ご

く

て
博
識
な

の
に
驚
か
さ

れ
ま
す
。
木
を

調
べ
る

の

に
葉
だ

け
で
な
く

樹

肌
、

形
、
冬

芽

、
葉

の
つ
き

方
、

そ
れ
に
落
ち
葉
ま

で
手
が

か
り
と
な
る
こ
と
を
知
り
、

樹
木
に
も
興
味
が
も
て
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

花
が
な
い
季
節

で
も
楽

し
み
な
が
ら
登
山
で
き
る

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
何

回
か
参

加
し
て
少
し
ず

つ

名
前
が
分
か
る
よ
う
に
な

る
と
、
楽
し
さ
が
倍

増
し

ま
す
。

高
尾
山
の
地
形
や
薬

王

院

の
歴
史
も
教
え

て
い
た

だ

き

、
よ

り

深

く

高

尾

山
が
大
切
な
山
と
感
じ
ら

れ

る

よ

う

に
な

り

ま

し

た
。今

年
最
初

の
Ｇ
Ｃ
作
戦

で
は
ゴ
ミ
が
ほ
と
ん
ど

な

く
て
良
か
っ
た
で
す
。

高

尾
山

の
自

然
が
い
つ

ま

で
も

守

ら
れ

て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

八
巻

弘
美

三
浦

け
い
子

一般
参加
者

の

声

二
〇
二
二
年

一
月
八
日
、
新

年

観

察

会

が

約

八

〇

名

の
参

加

の
も

と
目

黒

自

然

教

育

園

で
開

催

さ

れ

ま

し
た

。

コ
ロ
ナ
ウ

ィ
ル
ス
蔓

延

で
昨

年

は
中

止

、
今

年

は
オ

ミ
ク

ロ
ン
株

が
急

拡

大

の
兆

し
の
中

、
開

催

が
心

配

さ

れ

ま

し
た

。

こ
の
新

年

観

察

会

は
三
年

目

を

迎

え

た

メ
ン
バ
ー

が
幹

事

と
な

っ
て
、
前

後

の
年

度

の
協

力

を

得

て
日

頃

の
勉

強

の
成

果

を

広

く

会

員

に
披

露

す

る

も

の
で
す

。

単

な

る

説

明

で
は
な

く

、
生

活

と

ど

う

結

び

つ
い
て
い
る

か
や
和

歌

や

俳

句

、
言

い
伝

え

な

ど

を

交

え

な

が

ら

と
て
も

身

近

で
好

感

の
も

て
る

も

の
で
し
た

。

・
ハ
ン
ノ
キ

の
花

多

き

年

不
作

無

し

・
ハ
ナ

葉

見
ず

ヒ
ガ

ン
バ
ナ

・
キ

チ
ジ
ョ
ウ

ソ
ウ

花

付

き

が
悪

い

の
で
咲

く

と
縁

起

が
よ

い

・
チ
ャ
ノ
キ

の
地

図

記

号

は
実

の
断

面

の
形

か
ら

桑

の
木

を

横

か
ら

見

た

形
・
樹

幹

に
ノ
キ

シ
ノ
ブ
が
付

い
て
い
た

ら

、
そ
の
方

角

は
北

な

ど

・
・
・
・
ト
ラ

ノ
オ

ス
ズ
カ
ケ
、
ユ
キ

ワ
リ
イ
チ
ゲ

な

ど

初

め
て
見

る

も

の

も

あ

り

ま

し
た

。

聞

き

手

と

一
体

に
な

り

和

気

あ

い
あ

い
の
雰

囲

気

の

中

、
無

事

終

了
し
ま

し
た

。

三
年

間

の
間

に
得

た

知

識

は
貴

重

な

財

産

で
す

。
今

後

大

き

く

活

躍

さ

れ

る

こ
と
を

期

待

し
ま

す

。
参

加

い

た

だ

い
た

皆

様

に
も

御

礼

申

し
上
げ

ま

す

。

な

お

、
来

年

は
皇

居

東

御

苑

の
予

定

で
す

。

ユキワリイチゲ

「高
尾
山
Ｇ
Ｃ
作
戦
に
参
加
し
て
」



思 い 出 に 残 る 山 行  
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【思 い 出 の 山 行 】と言 えば 、や は り 2013年 8月 の 低 山 は い か い

倶 楽 部 『一 泊 二 日 奥 日光 』でしょ うか 。 「日 帰 りでは 行 け ない 、で

もち ょ っと気 に なる所 を 」とい うことで、は い か い 倶 楽 部 で初 の一

泊の山行が設定 され ました 。そ れ が 「奥 日 光刈 込湖 ・切 込 湖 ハ
か り こ み こ き り こ み こ

イキ ング コー ス」です 。

東 武 日 光 駅 か らバ スで一 時 間 余 りの 湯 元 温 泉 （1 ,5 0 0ｍ ）、そ

こは 新 涼 の 郷 でした 。源 泉 の 湧 き出 る様 を見 なが ら登 山 道 に 入

り 、 1 ,5 00～ 1 ,700m あ た りの 樹 林 帯 をは い か い 、ダ ケ カンバ ・ウ

ダ イカンバ ・ウ ラジロ カンバ 、 ミネ カエデ などカエデ 科 の 木 、そ してアスナ ロや カラマ

ツ ・コメ ツ ガ ・クロ ベ の 大 木 など 、日 帰 りハ イクでは 目 に す る ことの ない 木 々 に 次 々

と遭 遇 、至 福 の 時 でした 。樹 林 帯 をす ぎる と湖 が 目 に 飛 び 込 ん でき ました 。そ れ が

エメ ラル ドグ リー ンに 輝 く刈 込 湖 、最 初の 湖 です 。

昼 食 を兼 ね てゆ っくり してい る と、湖 の 向 こう岸 近 くで、何 や らもぞ もぞ 動 い てい る

もの が 。 あ れ は 何 ？ 一 同 興 味 深 々 で 「船 か ら犬 が 落 ち た 」「い や 、ウ ナ ギ だ 」

「鳥 か な ?」「さ か な ? ? 」 ． ． ． そ の 物 体 は 明 らか に 遊 泳 を楽 しん でい る様 子 で、

ゆ っくり泳 ぎ回 りなが ら向 こう岸 へ 上 が ってい きました 、そ れ は ニホ ンカモシカ!! ず ん

ぐりした そ の 巨 体は泰然 としてい て、一 日 目のハ イライトでした !!! お 疲 れ 様 です 。

昼 食 後 、高 揚 冷 め や らぬ ままもう一 つ の 湖 、切 込 湖 か ら涸 沼 を経 てミズ ナ ラの 純

林 の中 を光 徳 牧場 （1,470ｍ ）へ と下 りました 。宿 は す ぐそ こ、アイスで が ん ば れ !!

温 泉 で体 を癒 し、宴 会 で心 を リフレ ッシュ 、旅 の 醍 醐味 です ね 。

翌 日 は バ イカモの 揺 れ る清 流 沿 い の 遊 歩 道 をめ ぐり 、戦 場 ヶ原 ・小 田 代 ヶ原 へ 出

ました 。木 道 をは い か い しなが ら主 に 草 本 を観 察 、ワ レモコウ を筆 頭 に オ ゼ ヌマア

ザ ミ ・ハ ナ イカリ ・エゾリン ドウ ・バ イケ イソウ ・サ ラシナ ショウ マ ・サ ワ ギ ク・イブキ トラ

ノオ ・ハ クサ ンフウ ロなどなど 秋の草花が目 を楽 しませ てくれ ました 。もちろん 戦場ヶ

原 の 貴婦人 （シラカンバ ）も優 美 でした 。

帰 りに 東 大 日 光 植 物 園 に 立 ち寄 り 、二 日 間 の 復 習 を した ことは 言 うまでもあ りま

せ ん 。駅 の 近 くの 温 泉 で体 を癒 し、反 省 会 で心 を リ フレ ッ シュ 。は い か い の 醍 醐 味

です ね 。

東 武 日 光 駅 か ら浅 草 まで二 時 間 、車 窓 の 山 々 が 夕 日 に 染 まってい く中 、極 上 の

反 省 会 が でき ました 。 2013年 以 降 、 「一 泊 二 日 の は い か い 山 行 」は 毎 年 引 き 継 が

れ てい ます 。み なさん 大 い に は い か い しましょ う。

今 回 の 執 筆 に あ た り、当 時 の 資料 や 写 真は 瀬 川 さん に 提 供 してい た だ き ました。

瀬 川 さん あ りが とうござい ます 。

浜 畑 祐 子

いついつまでも

さわやか

よく 見ると貴婦人が
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私の好みの フィー ル ドは 、自 分が 登 る山行 形態 に よって変 化 してきた 。

山 登 りの スター トは 、丹 沢 、奥 多摩 であ る 。 10代 の 頃 であ る 。

20代 30代 は 社 会 人山 岳会 に 所 属 してい た た め 岩 登 りに 集 中 してい た 。そ の 時 の

フィー ル ドは 北 岳 バ ッ ト レ スだ 。谷 川 岳 、穂 高 、甲 斐 駒 に も通 った が 、何 とい っても

気 に 入 ってい た の は 北 岳 バ ッ ト レ スで、そ れ もピ ラミ ッ ドフェー スが お 気 に 入 りだ っ

た 。バ ッ トレ スを登 攀 しき る とクライマー しか 見 る ことが 出 来 ない 高 山 植 物 の 花 園 の

中 を歩 くことが 出 来 るの も魅 力 だ った 。

40代 50代 は 、夏 は 沢 登 り 、冬 は 山 スキ ー に 熱 中 してい た 。沢 の 山 域 は 、奥 多 摩 、

アル プス 、東 北 、北 海 道 と広 い 範 囲 に わ た ってい た 。山 スキ ー の 山 域 も奥 多 摩 を

除 き同 じよ うな地 域 だ った 。沢 を遡 行 し、途 中 でツ ェル トを張 り 、岩 魚 を釣 り 、焚 火 を

囲 み なが ら一 杯や るの は最高の贅沢 だ った 。

60代 70代 に なる と体 力 が 落 ちて来 た の で山 行 形 態 も尾 根 歩 きが 主 流 に なり 、山 域

も10代 と同 じ奥 多摩 が中心 となってきた 。

7０歳 を 過 ぎた 今 の 私 の 好 み の フィー ル ドは 八 ヶ岳 だ 。

そ れ も冬 の 八 ヶ岳 だ 。

雪 を まとった 真 っ白 な山 の 美 しさは 格 別 であ る 。 50年 近 く

毎 年 、年 末 年 始 に は アル プスに 挑 戦 してい た が 60代 の 後

半 か らは 八 ヶ岳 が マイフィー ル ドなってい った 。冬 の 八 ヶ岳

は 年 寄 向 き であ る 。 ト レ ー スが あ るの でラッセ ル をす る必

要 が ない 。そ れ に 山 小 屋 が 充 実 してい る 。樹 林 、山 の 展

望 が とても美 しい 。そ の た め この 7～ 8年 の 年 末 は 北 八 ヶ

岳 に 入 るの が 定 番 となってい る 。 2021年 の 年 末 は 稲

子 湯 か らスター トした 。最 初 に 現 れ るの は カラマツ林

だ 。葉 が 落 ち てい る の で空 が 広 く見 える 。薔 薇 に 似

た 松 か さが 雪 の 上 に 落 ち てい る 。カラマツ か らダ ケ

カン バ 、 コメ ツ ガ の 林 に なって くる と し らび そ 小 屋 が

見 えてくる 。小 屋 は 餌 付 け を してい るの で小 屋 の近 く

に は リスや 様 々 な鳥 た ちが 餌 を食 べ に 来 てい る 。可

愛 い 光 景 であ る 。一 日 目 の 宿 は 本 沢 温 泉 だ 。 この

辺 りの 林 は オ オ シラビ ソだ と思 う。雪 を ま とい モン ス

ター 状 態 に なってい る 。 2日 目 は 本 沢 温 泉 をスター ト

し夏 沢 峠 、箕 冠 山 、根 石 岳 、東 天 狗 岳 と登 り黒 百 合 ヒュ ッ テ泊 まり とした 。根 石 岳 、

天 狗岳 の稜線は強風 で吹 き飛 ば され そ うに なってしまった 。森 林 限 界 を超 え樹 林 は

なくなってい た 。三 日 目 は 黒 百 合 ヒュ ッ テか らしらび そ 小 屋 経 由 で稲 子 湯 に 戻 った。

稲 子 湯 温 泉 でゆ っくり体 を温 め て帰 京 となった 。毎 年 の 私 の 好 み の 八 ヶ岳 であ る 。

あ と何 年 冬 の八 ヶ岳 に 来 られ るか なあ と思 った りす る 。 80歳 までは 楽 しみ た い 。

冬の八 ヶ岳 箭内 忠義
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や け に 体 が 重 く、荷 物 も重 い 。こん なは ず では なか った ---とい つ も思 う。登 山 道

に 入 り 、登 り始 め て1時 間 も経 た ない 内 の ことであ る 。喘 ぎなが ら自 問 自 答 を繰 り返

す ---、 “何 てお バ カなの ！ 何 でこん なことしてい るの ！ "と。しか し体 が 山 に 順 応 し

始 め 、歩 くリズ ム が 出 来 てくる とい つ の 間 に か そ ん な思 い は 消 え、た だ 次 に 足 を置

く場 所 を考 えてい る 。空 の 青 さと木 々 の 緑 に 勇 気 づ け られ 、一 歩 一 歩 踏 み しめ なが

ら登 る 。

この 山 と決 め てか ら、ル ー トや 歩 行 時 間 の 資 料 をあ ち こちか らか き 集 め 、公 共 交

通 機 関 の 時 刻 表 を調 べ 、自 分 の 体 力 に 見 合 うベ ストなル ー トを 見 つ け 、宿 泊 状 況

なども確 認 して計 画 書 を作 成 す る 。でもい つ も目 標 は 無 事 に 帰 って くる こと 。そ して

楽 しん でこられ た ら尚 良 しとしてい る 。録 画 してお い た ビデ オ や ネ ッ ト上 の 情 報 を見

て、ル ー ト状 況 をあ る程 度 頭 に 入 れ 、あ とは 天 気 次 第 。天 気 が 安 定 してい る となれ

ば 、スワ ッチ山 へ ゴー ！

体 力 は あ まりない の で、歩 く速 度 は 牛 歩 の ごと く---となれ ば 、後 か ら来 る人 達 に

喜 ん で道 を譲 る 。ゆ っくりだ が 、自 分 の 体 と意 識 に 向 き合 ってい る よ うで、そ れ が と

ても嬉 しい 。そ して時 折 吹 い てくる あ の 涼 しい 風 が 心 地 よ く、疲 れ と緊 張 をほ ぐして

くれ る 。

しか し数 時 間 後 、そ ん な悠 長 な事 は い ってい られ なくなる 。高 度 が 上 が り 、ます ま

す 疲 れ が た まって くる と 、前 に 一 歩 を出 す の が 至 難 の 業 となり 、見 上 げ れ ば 果 てし

なく登 りは 続 い てい る 。本 人 は い つ も通 りの 顔 を してい るつ もりでも、下 山 してくる人

が 私 の 顔 を見 て、一 様 に "大 丈 夫 です か ？ “と心 配 そ うに 声 を掛 け る 。有 難 い こと

だ が 、き っと鬼 の ような形 相 をしてい るの だ ろ う。や っと避 難小屋が見 えた 時は 、ホッ

トす る 。何 よ り もまず は 遭 難 せ ず に 無 事 に 小 屋 に 着 い た ことに 安 堵 。思 い 荷 物 を

小 屋 に 置 き 、身 軽 で山 頂 を目 指 す が 、そ れ でも目 の 前 の 山 頂 が これ また や け に 遠

い 。

や っとの 思 い で山 頂 に 辿 り着 い た 時

は 、ヘ ロヘ ロ 。誰 もい ない ことをい い こ

とに 大 の 字 に なって寝 そ べ る 。風 が 冷

た い 、汗 が 冷 えてき た よ うだ 。 ---と顔

に 雨 粒 が 当 た り始 め た 。黒 雲 が 広 が

り始 め た の で、そ そ くさと小 屋 に 避 難。

同 時 に 大 雨 とな り 小 屋 中 に 雨 音 が 鳴

り響 く。

しば らくす る とあ の 黒 雲 は 去 った よ う

で、夕 闇 迫 る目 の 前 の 峰 々 は 赤 く燃 え

ある日の山登り 2 8 年 鈴 木 幸 代

いくぞー！
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上 が り 、様 々 の 形 の 雲 が 幾 重 に も重 なり 、そ れ は 圧 倒 的 な迫 力 を もって 、計 り知

れ ない 空 とい う空 間 の 奥 行 と広 さを演 出 して見 せ てくれ る 。そ れ は 神 々 しい 世 界 -

--、目 の 前 で繰 り広 げ られ てい る今 まで見 た ことの ない 光 景 に 感 動 で言 葉 が 出 な

い 。た だ この 時 この 場 所 に 居 合 わ せ た 自 分 を幸 せ に 思 い 、感 謝 でい っぱ い に な

る 。

翌 日 、晴 れ 渡 った 空 の 下 、ゆ っくり下 山 。途 中 、見 晴 らしの 良 い 場 所 で美 味 しい

お 菓 子 でお 茶 タイム ---、山 を存 分 に 楽 しむ 。しか しい つ も思 うことであ るが 、山 に

行 くとどこか 自 分 が 浄化 され るか らだ ろ うか 、そ れ とも緊 張 か ら解 きほ ぐされ るか ら

なの か 、とても良 い 人 に なった よ うな気 が す る 。どん な人 に 対 しても純 粋 に 優 しさを

持 って接 す る ことが でき る よ うに 思 えるの だ 。た だ 、無 事 に 帰 宅 した 数 日 後 、図 ら

ず もそ れ は 大 きな勘 違 い であ った ことに 気 づ か され るの だ が ---。

（2019年 空 木 岳 ）

1 尾 根 筋 に 生 える樹木
2 スイ バ や この 仲 間 は 、ベ ニシジ
ミの 食草
3 千 葉 県 の 県 木 とい えば イ ヌ ○
○
4 関 西 と 関 東 で は 模 様 が すこ し
違 う ○○○○○セセリ
8 細 い 方か らするのが セオリー
1 0 早 春 に 咲 くウ グ イ ス○○○
1 1 昆 虫 が 脱 皮 ・変 態 して成 虫 に
なる こと

1 高 尾山のチョ ウ とい えば
5 これが高い とすこしためらう
6 狩 猟 を生業 とする人
7 神 に 捧げる コメ を作 る ところ
9 ハ イ キング に 行 くとよ く見 るネッ
トの ・ ・ ・ ・
1 2 イ ソッ プ童話は ・ ・
1 3 キツ ツキの仲間

タテの カ ギ

ヨ コの カ ギ

簡単！

2022/2/14 東京都中野区

ヤマアカガエルの卵塊

春 の訪れ



合格者数 受験申込者数

2017年 119 443
2018年 135 383
2019年 107 382
2020年 134 277
2021年 100 284
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＊事務局便 り

今 年 に 入 って、オ ミクロン株 の 影 響 もあ

り 、 新 型 コロ ナ ウ イル ス感 染 症 の 陽 性

者 数 が 急 激 に 拡 大 してい ます 。東 京 都

に まん 延 防 止 等 重 点 措 置 が 1月 21日 よ

り適 用 され てい ます 。

引 き 続 き 感 染 防 止 対 策 に 十 分 な配 慮

を重 ね てお 願 い い た します 。

本 号 は 、 3月 1 2日 （土 ）開 催 令 和 4年

（20 2 2年 度 ）F I T総 会 の ご案 内 お よ び 議

事 資 料 掲 載 し てい ま す 。皆 様 、必 ず 目

を通 してくだ さい 。

● 会 員 情 報 ：１月 ３１日 現 在 会 員 数 ：３４

８名 （含 む 新 入会員 １０名 ）

お 知 らせ

（１ ） 令 和 3年 度 （2021年 度 ）森 林 インスト

ラクター 合 格者 お よび F IT入 会 者

全 国 で受 験 申 込 者 284名 （昨 年 度 は 277

名 ）、合 格 者 100名 （昨 年 度 134名 ）。

東 京 都 在 住 の 合 格 者 は 、 1 8名 。 F I Tへ

の 新 入 会者は 、他 県 在 住 者 も含 め て、 1

月 末 現 在 10名 。

（２ ） F IT名 簿 更 新

F IT会 員 （含 む 友 の 会 ）名 簿 の 次 回 更 新

は 3月 末 と な り ま す 。 最 新 版 が 旧 H P会

員 限 定 ペ ー ジに 掲 載 され てい ます の で、

ご確 認 い た だ き 、訂 正 等 が あ れ ば 3月 2

0日 ごろ までに 事 務 局 あ てに ご連 絡 くだ

さい 。

（３ ） 来 期 会 費 関係

別 途 、会 計 よ り ご連 絡 の 通 り 、令 和 4年

度 （202 2年 度 ）の 会 費 （¥5 ,0 0 0 /年 ）納 入

（2022年 3月 1日 ～ 2023年 2月 末 日 分 ）は、

2月 末 日 です 。

自 動払 込 を申 し込 ん でい る方 は 、 2月 28

日 が 引 落 日 となります 。

2月 27日 までに 、余 裕 を もって口 座 に 入

金 をお 願 い します 。

振 込 を され る方 は 、 2月 28日 までに 、 F IT

口 座 に 入 金 をお 願 い します 。

（４ ） 新 年 イベ ン ト

今 年 の 新年 イベ ン トは 、新 型 コロナ 感 染

症 拡 大 防 止 の 観 点 よ り 懇 親 会 は 昨 年

に 引 き続 き中 止 とし 、 1月 8日 （土 ）に 「新

合 格 者 F IT入 会 説 明 会 」お よび ｛新 年 自

然 観察会 ｝が 実 施 され ました 。

「新 合 格 者 F I T入 会 説 明 会 」場 所 ：五 反

田 カンファレンス 新 合格 者 8名 参 加

令 和 3年 合 格 者 同 期 会 の 愛 称 は “み き

の 会 ”となりました 。

「新 年 自 然 観 察 会 」場 所 ：国 立 科 学 博 物

館附属 自然教育園

参加者数 ：81名 （内 新 合 格 者 7名 ）

幹 事 の “み わ の 会 ”（30年 ）の 皆 様 、大 変

お 疲 れ 様 で した 。 そ し てあ り が と うご ざ

い ました 。
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